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第４２回全日本実業柔道個人選手権大会戦評 
（主に当連盟加盟チーム選手を中心） 

  
 
男子１００ｋｇ超級  

 

男子１００ｋｇ超級は、今年の実業柔道団体優勝チーム旭化成の重量陣が表彰台独占。 

 
 優勝した西潟健太四段は接戦を勝ち抜き、準決勝戦ではチームの主将、大鋸新五段と対

戦する。 

 準優勝の新人百瀬優参段も危なげなく勝ち進み、準決勝戦では昨年準優勝、チームの先

輩、辻玄太参段と相まみえる。 

 第３位入賞の大鋸新・五段は得意の右大外刈、右内股を炸裂させて、順当に準決勝戦へ。 

 同じく、第３位入賞の第１シード選手・辻玄太参段も順当に勝ち進んで臨んだ第５回戦

（準々決勝戦）で、須藤紘司四段（京葉ガス）を延長戦旗判定で降して、準決勝戦に。 

 

準決勝戦第１試合 

３辻   玄太     （優勢勝）     ③３百瀬 優 

（旭化成）                （旭化成） 

 辻が左組み、百瀬は左組み。辻は左釣手で奥襟を握り、右引手を百瀬の前襟を掴んで左

変形に構える。百瀬は、左引手で百瀬の袖を握り、右釣手で辻の前襟を突っ張って、受け

の構えで対する。１分１秒、手数の少ない両者に指導１。中盤に入り百瀬が、右内股、右

大外刈、右体落を散発する。こうした展開の中、場外際で辻が百瀬の右体落をかわして左

内股に入れば、百瀬はこれを受け止め、辻が前に倒れ込むところを自らの股の中で転がし

て、３分６秒に技ありを奪う。リードを許した辻が、左体落の連発で反撃するも、百瀬は

釣手を突っ張り、これを防ぐ。そのまま時間となり、新人百瀬が辻を降す。 

 

準決勝戦第２試合 

５大鋸 新     （優勢勝）     ④４西潟 健太 

（旭化成）   （ゴールデンスコア）    （旭化成） 

 大鋸右、西潟左のケンカ組手。大鋸は、左釣手で奥襟を掴む西潟の組手を右釣手で突き

上げて間合いを測る。引手不十分の両者、共に指導２を受けて引分。 

延長戦でも大鋸は、右払腰、右大外刈を、西潟が左大外刈を仕掛けるが技の効果なし。

西潟は時折、右からの技を試みるも大鋸に通じず。１分４８秒に両者揃って指導３を受け

る。終盤の２分２９秒に西潟の左に入ると見せての左小外掛に大鋸は思わず両手を畳に着



く。結局、共に決定的なポイントなく時間。旗判定では紅白１対２に分かれ、８分間に及

ぶ接戦を西潟が制す。 

 

決勝戦 

３百瀬 優     （指導２）     ②４西潟 健太 

（旭化成）                 （旭化成） 

巨漢同士、先輩と後輩の戦い。同チームの対戦とあってコーチ席の声も途絶え、場内の

歓声も静まる中、左右のケンカ組手の両者は、互いに釣手を持ったまま引手争いに終始。

１分５秒両者に指導１の後、西潟が中盤左大外刈、左支釣込足、左大外刈の連続攻撃を見

せたところで、２分４０秒、百瀬に二つ目の指導が与えられる。互いに手の内を熟知しあ

った両者は、その後も盛り上がりの乏しいまま時が流れてブザー。指導２を得た西潟が準

決勝戦からの連続のチームメイトとの対戦を制して初優勝を果たす。 


